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の
適
正
確
保
に
特
別
に
力
を

入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

道
路
の
整
備
、
改

修
を
行
う
た
め
に
は
、
特
定

財
源
の
確
保
と
暫
定
税
率
の

存
続
が
必
要
で
あ
る
。

　

氷
所
の
河
川
占
用
は
、
当

初
地
元
区
の
申
請
で
、
京
都

府
が
無
償
占
用
と
し
て
き

た
こ
と
を
市
も
継
承
し
て
い

る
。
更
新
手
続
き
は
求
め
な

い
。
女
性
の
館
の
将
来
に
お

け
る
維
持
管
理
、
運
営
基

金
に
と
提
案
し
て
い
る
。
ご

理
解
賜
り
た
い
。

市
長

　
　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
は
75
歳
以
上
の
お
年
寄
り

を
囲
い
込
み
、
差
別
す
る
医

療
制
度
で
あ
る
。
今
か
ら
で

も
中
止
・
撤
回
を
求
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
　
　

こ
の
4
月
か
ら
実
施

さ
れ
る
が
、
世
代
間
の
負
担

の
公
平
性
や
財
政
の
安
定
化

の
観
点
か
ら
創
設
さ
れ
た
制

度
で
あ
る
。
高
齢
者
に
ふ
さ

わ
し
い
医
療
を
目
指
す
た
め

の
施
策
で
あ
る
と
理
解
し
て

い
る
。

　

数
々
の
疑
念
や
課
題
が
あ

る
が
、
ま
ず
は
、
こ
の
制
度

問市
長

を
円
滑
に
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
責
務
と
考
え
て
い
る
。

　
　

8
年
に
わ
た
る
裁
判
が

終
結
し
た
が
、
2
9
0
0
万

円
は
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

長
生
園
役
員
、
幹
部
の
責

任
は
重
大
で
あ
る
。

　

裁
判
に
お
い
て
「
不
明
金

の
発
生
の
原
因
は
他
に
あ

る
」
と
し
て
い
る
。
市
と
し

て
、
ま
た
、
長
生
園
理
事

と
し
て
真
相
解
明
に
積
極
的

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
。

　
　
　

今
後
の
不
明
金
の
処

理
は
、
長
生
園
に
お
い
て
審

問市
長

議
、
処
理
さ
れ
る
べ
き
問
題

で
あ
る
。
監
督
官
庁
で
あ

る
京
都
府
と
協
議
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

理
事
の
一
員
と
し
て
協
議

に
参
画
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
って
い
る
。

　
　

道
路
特
定
財
源
は
一

般
財
源
化
し
、
地
方
に
手
厚

い
財
政
シ
ス
テ
ム
を
作
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　

財
政
厳
し
い
折
、
八
木
町

氷
所
の
河
川
占
用
料
の
徴

収
、返
還
さ
れ
る
女
性
の
館

の
助
成
金
5
千
万
円
の
一

般
財
源
化
な
ど
税
外
収
入

問

防災整備を進めていく

丹政クラブ
川勝　眞一 議員

日本共産党・住民協働市会議員団
大西　一三 議員

市長 問題あるが制度施行が使命市長

防災計画で安心 ･ 安全の
まちづくりを

「長寿」でなく「懲寿」の
医療制度中止・撤回すべき

　
　

市
内
各
地
に
は
抜
本

改
修
を
要
す
る
国
道
・
府

道
・
市
道
が
多
く
あ
る
。

中
で
も
、
府
道
綾
部
宮
島

線
の
「
大
野
ト
ン
ネ
ル
」

付
近
は
落
石
防
止
な
ど
の

工
事
が
今
日
ま
で
施
工
さ

れ
て
き
た
が
、
安
全
が
確

保
さ
れ
た
と
は
言
い
難
く
、

未
だ
に
非
常
に
危
険
な
状

態
で
あ
る
。
ま
た
、
肱
谷

橋
（
府
道
橋
）
も
老
朽
化

が
進
み
掛
け
替
え
な
ど
を

視
野
に
入
れ
る
時
期
に
き

て
い
る
。
ル
ー
ト
変
更（
由

良
川
に
二
本
の
橋
を
架
け

問

る
）
な
ど
も
含
め
抜
本
改

修
が
必
要
で
あ
る
。
府
も

19
年
度
当
初
予
算
で
企
画

調
査
費
を
計
上
す
る
な
ど

抜
本
改
修
に
む
け
動
き
始

め
て
い
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
地
元
も
促
進
協
議
会

の
結
成
の
動
き
も
あ
り
盛

り
あ
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

府
道
で
あ
る
が
改
修
に
む

け
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　

ま
た
、
こ
の
危
険
な
箇

所
を
徒
歩
で
通
学
し
て
い

る
児
童
が
い
る
が
、
安
全

対
策
に
つ
い
て
教
育
長
の

所
見
を
伺
う
。

　
　
　

主
要
地
方
道
で
あ

り
、
緊
急
輸
送
道
路
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
大
変
重
要

な
路
線
で
あ
る
。
市
民
の
要

望
に
お
応
え
す
べ
く
、
連
携

を
強
め
な
が
ら
力
を
合
わ
せ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

 

常
日
頃
か
ら
注
視

し
て
い
る
。
危
険
が
あ
れ
ば

バ
ス
通
学
と
す
る
な
ど
未
然

に
事
故
防
止
で
き
る
よ
う
対

策
に
あ
た
る
。

　
　

市
道
は
1
2
1
9
路

線
総
延
長
5
6
5
㎞
、
市

道
橋
は
5
7
7
橋
あ
る
。

新
設
や
改
良
な
ど
地
元
要

市
長

教
育
長

問

望
も
あ
る
と
考
え
る
が
、

中
長
期
的
な
改
修
計
画
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

計
画
策
定
に
つ
い
て
、
市

長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

平
成
25
年
度
ま
で

に
、
市
内
に
1
4
5
橋
あ
る

15ⅿ
以
上
の
橋
梁
の
長
寿
化

計
画
の
策
定
を
行
う
。
市

道
・
橋
梁
な
ど
中
長
期
的

な
整
備
計
画
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。　

市
長

南風会
小中　　昭 議員

　
　

各
自
治
体
の
財
政
負

担
軽
減
に
お
い
て
も
亀
岡

市
も
含
め
た
広
域
的
な
ゴ

ミ
処
理
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
民
間
委

託
で
は
な
く
、
直
接
行
政

が
関
わ
る
事
が
、
行
政
の

目
が
行
き
届
く
安
心
･
安

全
な
ゴ
ミ
処
理
が
行
え
る

と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

　
　
　

一
般
廃
棄
物
行
政

に
お
い
て
、
近
隣
市
町
と
の

広
域
的
な
対
応
は
、
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
し
か
し
、

収
集
面
に
お
い
て
こ
れ
以
上

問市
長

拡
大
す
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
る
。
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
考
え
な
が
ら
長

期
的
な
展
望
に
立
ち
、
検

討
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
。
ゴ
ミ
処
理
は

一
義
的
な
行
政
の
責
務
で
あ

る
が
、
現
在
様
々
な
分
野
に

お
い
て
民
間
活
力
が
利
用
さ

れ
て
い
る
。
船
井
衛
管
議
会

に
お
い
て
議
決
さ
れ
て
お
り
、

民
間
委
託
を
否
定
す
る
思
い

は
な
い
。

　
　

カ
ン
ポ
の
焼
却
炉
が

停
止
し
、
京
都
市
を
は
じ

め
他
の
市
町
村
へ
再
委
託

問

し
て
い
る
が
、
従
来
の
委

託
料
と
の
差
が
生
じ
て
い

る
。
市
民
に
還
元
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
は
。

　
　
　

カ
ン
ポ
へ
の
焼
却
委

託
料
と
京
都
市
等
と
の
委

託
料
と
の
差
が
生
じ
、
委
託

料
は
1
億
7
8
0
0
万
円

の
減
額
で
あ
る
。
船
井
衛

管
に
お
い
て
、
財
政
調
整
基

金
に
1
億
円
、
減
債
基
金

に
7
8
0
0
万
円
積
み
立

て
る
。

　
　

緑
資
源
機
構
に
よ
る

新
設
道
路
事
業
が
進
め
ら

市
長

問

れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て

地
元
要
望
を
理
解
し
、
緑

資
源
機
構
に
対
し
共
に
要

望
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
が
。

　
　
　

道
路
完
成
後
は
本

市
が
譲
り
受
け
る
。
移
管

後
の
維
持
管
理
に
負
担
が
伴

わ
な
い
よ
う
事
業
実
施
中
に

十
分
な
協
議
が
必
要
で
あ

る
。
今
後
も
地
元
要
望
を

聞
き
、
地
元
と
連
携
を
図

り
、
緑
資
源
機
構
と
協
議

し
て
い
く
。　

市
長

地元と連携し取り組む 市長

大野トンネル付近の
抜本改修は

これでいいのか !!
南丹市のゴミ処理行政

長期的な展望に立ち、検討を進める

活緑クラブ
川勝　儀昭 議員

市長

　
　

防
災
・
防
犯
の
施
策

で
す
が
、
近
年
、
災
害
に

対
す
る
危
弱
化
が
進
ん
で
、

社
会
的
損
失
の
増
大
と
被

害
者
の
生
活
再
建
も
困
難

な
状
況
。
市
で
の
、
地
域

防
災
対
策
計
画
で
の
予
防
、

応
急
、
復
旧
、
復
興
の
取

組
み
と
地
域
社
会
に
お
け

る
市
民
・
事
業
者
等
と
連

携
し
た
取
組
み
や
日
常
的

な
安
全
・
安
心
な
地
域
づ

く
り
、
ま
ち
づ
く
り
を
伺

う
。防
犯
対
策
で
は
、安
心
・

安
全
を
テ
ー
マ
に
地
域
住

民
・
各
種
団
体
が
取
り
組

問

ん
で
い
る
が
、
児
童
虐
待

が
増
加
し
、
ま
た
、
振
り

込
め
詐
欺
は
高
齢
者
等
に

多
発
し
て
い
る
が
、
具
体

的
対
策
を
伺
う
。

　
　
　

計
画
の
理
念
と
し

て
、
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
自
助
、
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
、
地
域
で
守
る
共
助
、
市

や
防
災
関
係
機
関
は
全
力

で
皆
さ
ん
を
守
る
公
助
、
こ

れ
を
基
本
と
し
、
公
助
と
し

て
防
災
体
制
の
確
立
に
努
め

て
い
く
な
か
で
、
地
域
消
防

力
の
強
化
、
自
主
防
災
組
織

へ
の
支
援
や
協
力
、
防
災
行

市
長

政
無
線
の
整
備
や
防
災
訓

練
、
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の
作
成

な
ど
を
今
後
進
め
て
い
く
。

　

児
童
虐
待
で
は
、
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

は
、
個
別
事
案
の
調
整
、

情
報
収
集
、
児
童
相
談
所
・

警
察
署
へ
の
援
助
依
頼
等
を

行
い
支
援
を
強
め
て
い
る
。

20
年
度
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
、
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
派
遣
事
業
な

ど
実
施
し
て
い
く
。
訪
問
販

売
・
電
話
勧
誘
販
売
に
よ
る

被
害
に
対
し
て
は
、
情
報
手

段
を
拡
充
し
警
察
と
も
連

携
を
と
って
い
く
。

　
　

学
校
施
設
の
耐
震
補

強
改
修
の
具
体
的
対
策
を

伺
う
。

　
　
　

 

耐
震
診
断
結
果
に

基
づ
き
学
校
施
設
耐
震
検

討
委
員
会
で
、
学
校
規
模

等
総
合
的
に
判
断
し
、
財
政

状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
学

校
施
設
整
備
を
行
う
。　

問教
育
長

災害対応型自動販売機 元気にゲートボールを楽しむ皆さん抜本改良が求められる大野トンネル付近使われなくなった船井衛管焼却炉
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